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省的に考察した結果，次の 2 点が明らかとなった．多様性伝達アプローチは， (1) 近年の
数学教育におけるユーモア利用と，解釈の多様性に注目するという点で同じ構造を持ち，













一般に，構成主義と教室の架橋理論 (bridging theories) 









への架橋という性格を強めてはいるものの  (Simon, 


























































































































践例を示す．なお，本文中に示された [F1] ～ [F5] の




























という異なる数に同じ4𝑥𝑥 − 3 を掛けて同じ数になるはずがない，と主張するペ









を探していた旨を伝え，4𝑥𝑥 − 3 を 1 つのまとまりとして
見ることを促した [F4]．また，後者のタイプのペアは，
最初，4𝑥𝑥 − 3 は 0 ではないから等しくならないと言い張
っていた．そのため授業者は，そうしたペアに対しては，






























































































 のグラフがある（図 3 [A]）．次に，グラフ上の適当な場所に点 A を取り，点 A から原点に向かっ
て直線を伸ばし，その直線が新たにグラフと交わったところを点 B とする（図 3 [B]）．そして，AB が対角線と
なるように，「こんな風」に長方形を作る（図 3 [C]）．今，人によって点 A を打った場所が違うので，いろんな
大きさの長方形ができたかもしれないが，この長方形の面積が一番大きくなるのはどんなときか？
図 2: 反比例の応用問題 
図 3: 反比例の応用問題の出題方法 






























最近の研究成果  (Hildebrandt & Musholt, in press; 
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